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除草剤の付着が リンゴ幼本の主幹に与える影響
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1 は じ め に

リンゴわい性樹園の樹冠下は清耕管理が基本であり,省
力化のために除草剤を利用することが多い。除草剤は本来

,

樹体に付着しないように散布するよう指導しているが,葉
や果実に対しては十分注意されているものの,主幹につい

ては散布能率を向上させるため多少の付着はかまわないと

いった事例が見受けられる。しかし,除草剤の付着が原因
と思われる樹皮の荒れ等の報告もあり,生育への影響が危

惧されるため本調査を行った。

2試 験 方 法

(1)供試品種及び台木
つがる/M9
8, じ/M9,M26
王 林/M9,JM 7
ジョナゴールド/M26,」 M7
きおう/M9
0)供試薬剤
下記の薬剤を供試した。

表 1 供試樹の樹皮障害の状況

供試薬剤   品種  台木 障害の   程度
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＋
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十
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++→  ++
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++→ +++

グリホサート

イツプロピル

アミン塩剤

成 分 名 薬量

(r/a)
水量

(′ /a)
グルホシネート
ビアラホス

グリホサートイツプロビルアミン塩
ジクヮット・ パラコート

注 ジクヮット・パラコート剤のみ展着剤 (アルッーカ
をカロ用。

3)処理方法及び調査項目
一年生苗木を1996年秋に定植後,1997年及び1998年の 2

年間,主幹の地際部から接ぎこぶ上 5 ooの 範囲で同一剤を

散布した。処理後,薬剤散布部の樹皮の状態を経時的に観

察し,障害の程度,樹の生育等について調査した。

処理日 1997年  5月 16日 ,6月 23日 ,8月 1日
1998年  5月 20日 , 6月 25日 , 8月 13日

3 試験結果及び考察

(D 幼木の主幹に除草剤が付着した場合,除草剤 (グ ル

きおう M9
注 調査日 1997年 12月 24日 , 1998年 8月 13日
障害の程度 +:小, 十+:中, +++:大

ホンネート及びビアラホス)付着部位の樹皮に障害が見ら
れた (表 1)。

(21 障害の内容は,焼け症,割れ症,黒変症等であった

(図 1)。

3)供試した5品種のうち,「つがる」等一部の品種で
は一時的に生育が劣る傾向がみられたが,供試本数が少な

いため生育に対する影響は判然としなかった (表 2)。

14)樹皮に障害を生じた樹においても,最終処理の翌年
には樹皮の障害は目立たなくなるものもあり,いずれも粗

皮をはがすと皮部及び形成層は回復しており健全な状態と

グルホシネート剤 つがる M9
ふ じ M9
王 林 JM7
ジョナ M26
ジョナ JM7

ビアラホス剤 ふ じ M26
王 林 M9
王 林 」M7
ジョナ  」M7
きおう M9

ツクヮット・
バ ラコー ト剤

=、

 じ 1ヽ26
王 林 M9
王 林  JM7
ジョナ  」M7
さおう M9
つがる M9
ふ  じ M9
王 林  」M7
ジョナ M26
ジョナ 」M7
つがる M9
お、 じ  lv1 26
よ、 じ M9
王 林 M9
王 林 」M7
ジョナ M26
ジョナ 」M7

無
無

無

無

無

無

無

無

無

無
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グルホンネート

(つがる/M9)

表2 供試樹の生育状況

グルホシネート

(ふ じ/M9)
ビアラホス

(ジ ョナゴールド/」M7)

グルホシネート

(ふ じ/M9)

ビアラホス

(き おう/M9)

図 1 除草剤の付着による樹皮障害の症状 ('985撮影)

供試薬剤

グルホシネート剤 つがる 1/19  49 400 417  00

品種  台木
幹周 新梢長新梢長 締停鱗

(cm)(cm)(ca) (%)

ふ  じ M9 109 569 -
王 林 」M7 121 458179
ジョナ M26  80 930 273
ジョナ 」M7 117 455319

一
肛

訛
出

ビアラホス剤 ふ じ M26 95498326 550
王 林 M9 100415140 750
王  林 JM7 115 651 329   00
ジョナ 」M7 104 451 364  294
きオじう M9  107 928 270  333 ビアラホス

(き おう/M9)グリホサート

イツプロビル

アミン塩剤

ふ  じ M26 125 684 3113
王 林 M9 129410169
王 林 」M7 135 770 263
ジョナ 」M7 1201070 292
きおう M9 110844280

図 2 最終処理 1年後の主幹の状況 ('996撮影)

なっていた (図 2)。

15)新梢長等の生育についても,最終処理翌年には無処

理区との差異は認められなくなった。(表 2)

4 ま

幼木の主幹に対する除草剤付着の影響について検討した

結果,除草剤 (グルホシネート及びビアラホス)付着部位
の樹皮に,焼け症,割れ症,黒変症等の障害が見られた。

これらは,生育に悪影響を及ぼす可能性もあるため,特に

幼本時は樹体に付着しないよう注意が必要である。

389
714
308
294
462

ジクワット・
パラコート剤

つがる M9  74 806367
ふ  じ M9  76 387 -
王 林 」M7 1281005201
ジョナ M26 126 493 254
ジョナ 」M7 127 585 300

333

64 7

545
333

無処理 つがる M9   73 867 300   250
ふ  じ M26 113 644 32 1   286
ふ  じ M9  94 455 -   ―
王 林 M9 133599156 500
王 林 」M7 123932190 672
ジョナ M26 115 655329 200
ジョナ 」M7 118 654319 386
きおう M9 129765261 318

め

注 1)

2)

調査日 1998年 12月 7日 ,1999年 6月 22日
空欄は供試樹が枯死 (除草剤とは無関係)。
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